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論文内容要旨
 歯髄は感覚神経の
 して来院する患者
 数の変化,筋収縮
 影響を検索する
 囲の口腔結膜に片
 報告し,この反応
 これまで報告され
 ては萌らかにされ
 そこで本碕究では
 張反射路について
 30鵬g/kgの全身
 40Hz,5-60V,10秒
 い,両側の罠蓋粘
 らの反応に副交感
 ニウムを投与し,
 経根および翼口蓋
 切噺された顔面お
 を通して慮圧の変化を圧
 その結果,①上顎
 反応が観察された
 与により抑制され
 神経根および翼欝
 をそれぞれ直接電
 て電気刺激による血圧の上昇はみられなかった。
 以上の結果より
 重に支配されてい
歯髄刺激による口蓋粘膜の両側性童
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審査結果要旨
 一般に血流の調
 目腔領域の血流
 による血管拡張
 広範囲の口腔粘
 が関与している
 いてはこれまで
 歯髄刺激によっ
に,両側性に血管拡張反応がみられたβ蓋粘膜
 実験は,成熟ネ
 的に電気刺激
 トロールとして
 経節遮断剤Cヘ
 後の血流反応
 蓋粘膜の血流変化を観察している。
 本研究で得られた結果は以下の通りである。
 1)上顎犬歯を
 された。
 2)これらの血管
 3)β蓋粘膜の
根および翼皿蓋神経節の切断により
 4)顔面および
 を惹起した。
5)実験をとおして電気刺激による血圧の上昇
 以上の結果は
 粘膜の反射性
 経が関与することを示している。
 本研究は,歯科
 られた成果は
る。よって本論文は博士(歯学)の学
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